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地区が平和構築に貢献する方法地区が平和構築に貢献する方法地区が平和構築に貢献する方法地区が平和構築に貢献する方法 

 
 

元ロータリー平和フェローのルイサ・ダウさんは、ハビタット・フォー・ヒューマニティと米国国際開発庁

（USAID）と協力し、震災後のハイチにおける再建活動に携わっています。デューク大学／ノースカロ

ライナ大学の平和センターで学んだことを土台に、ハイチの人々にシェルターを提供するNGOへの技

術支援を現地で行っています。現在、世界各地で起こっている自然災害や紛争は、平和を実現し、そ

れを維持する努力が重要であることを、あらためて認識させるものとなりました。ロータリー財団は、より

平和な世界を築く努力の一環として、ロータリー平和フェローシップ・プログラムを設けました。ロータリ

ー平和センターでは、毎年、さまざまな国や文化圏から選ばれる最高100名の新しいフェローが、平和

構築と紛争解決の手法を学んでいます。地区財団活動資金（DDF）を寄贈し、ロータリー平和センター

や世界平和の支援にご協力ください。 
 

 

平和推進地区になろう平和推進地区になろう平和推進地区になろう平和推進地区になろう 

2年間に少なくとも 50,000米ドルの DDFをロータリー平和フェローシッ

プ・プログラムに寄贈した地区は、平和への惜しみない支援の感謝とし

て、ロータリー財団より「平和推進地区」として表彰されます。平和推進

地区には、バナー、平和ピン、表彰状が贈られます。その後も、25,000
米ドルを毎年寄贈した地区は、引き続き平和推進地区となります。 
 

さらに平和推進地区は、平和フェローと「里子」関係を築き、毎年、フェ

ローが行っている研究や実地研修活動、キャリア、プロジェクトなどの

最新情報を得ることで、ロータリー平和フェローの歩みを確認すること

ができるとともに、フェローが世界各地で平和構築のために活躍してい

る様子を知ることができます。 
 

平和を築くために平和を築くために平和を築くために平和を築くために 

平和推進地区となることに関心がある場合、あるいは質問がある場合は、職員の Kthleen O’Brienまで

ご連絡ください（Kathleen O’Brien、 Area of Focus Coordinator, Programs and Grants,  住所：The 
Rotary Foundation, 1560 Sherman Ave, Evanston, IL 60201, USA。ファックス： 1-847-424-5219、Eメー

ル： Kathleen.OBrien@rotary.org）。 
 

平和推進地区のバナー 
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国際ロータリーのロータリー財団は、国際基督教大学、クイーンズランド大学、ブラッドフォード大学、国際ロータリーのロータリー財団は、国際基督教大学、クイーンズランド大学、ブラッドフォード大学、国際ロータリーのロータリー財団は、国際基督教大学、クイーンズランド大学、ブラッドフォード大学、国際ロータリーのロータリー財団は、国際基督教大学、クイーンズランド大学、ブラッドフォード大学、    

デューク大学とノースカロライナ大学チャペルヒル校、デューク大学とノースカロライナ大学チャペルヒル校、デューク大学とノースカロライナ大学チャペルヒル校、デューク大学とノースカロライナ大学チャペルヒル校、ウプサラ大学、ウプサラ大学、ウプサラ大学、ウプサラ大学、チュラロンコーンチュラロンコーンチュラロンコーンチュラロンコーン大学と提携しています。大学と提携しています。大学と提携しています。大学と提携しています。    
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ロータリー平和センターロータリー平和センターロータリー平和センターロータリー平和センター 

平和推進地区となるには平和推進地区となるには平和推進地区となるには平和推進地区となるには 
 

ロータリー平和センター平和推進地区とはロータリー平和センター平和推進地区とはロータリー平和センター平和推進地区とはロータリー平和センター平和推進地区とは 
平和推進地区は、グローバルな社会で平和を構築し、紛争を解決することの重要性を深く理解している地区です。ロ

ータリー平和フェローを支援するため、2年間に、少なくとも 50,000米ドルの DDF（地区財団活動資金）を寄贈する地

区は、その惜しみない支援への感謝として、ロータリー財団より「平和推進地区」として表彰されます。その後も、年間

25,000米ドルを DDFから寄贈する地区は、引き続き「平和推進地区」となります。 
 
ロータリロータリロータリロータリー平和センター・プログラムが地区の支援を必要とする理由ー平和センター・プログラムが地区の支援を必要とする理由ー平和センター・プログラムが地区の支援を必要とする理由ー平和センター・プログラムが地区の支援を必要とする理由 
ロータリー平和フェローを支援する資金は、国際財団活動資金（WF）、DDFの寄贈，期間限定寄付、冠名フェローシッ

プ基金から成る共同資金によって支えられるものであり、推薦地区の DDFによるものではありません。このような独特の

資金調達方法により、ロータリー平和フェローは、平和推進地区を含むすべての寄贈地区や寄付者の恩恵を受けてい

ます。 
 
DDF 寄贈が支援する活動寄贈が支援する活動寄贈が支援する活動寄贈が支援する活動 
DDFの寄贈により、毎年、世界各地に設置された 6つのロータリー平和センターに留学する、最高 100名までのロー

タリー平和フェローを支援します。 ロータリー平和フェローは卒業後、出身村から国連まで幅広い地域や分野で、平和

構築のために尽力しています。クイーンズランド大学のロータリー平和センターの卒業生 2人は、ウガンダの指導者を

対象に、紛争への意識向上を研修する非営利団体「GLACCR（グレートレーク紛争解決センター）」を設立しました。 ま
た、住居を失った若者に、新しい生活を始める勇気を与えるためのサッカープログラムを設立した学友もいます。インド

に帰国した元平和フェローは、平和・紛争解決の研修を提供する 6 カ月の修了証取得コースを立ち上げました。このよ

うに、元ロータリー平和フェローは、非営利活動のリーダー、大学教授、紛争地での平和促進活動家となるなど、世界

各地で活躍しています。 
 

 
ロータリー平和推進地区になるにはロータリー平和推進地区になるにはロータリー平和推進地区になるにはロータリー平和推進地区になるには 
下記の所定欄に必要な署名を記入の上、この用紙を Steve Lyonsまでお送りください。 
E メール： steve.lyons@rotary.org. 
 

第第第第                            地区地区地区地区は、ロータリー平和センター･プログラムを支援するために、地区財団活動資金（DDF）から 50,000
米ドルを配分することを誓約します。 
 
2013-14 年度年度年度年度 DDF 配分（金額をご記入、25,000米ドル以上）：       ____________________________  
  
 
2014-15 年度年度年度年度 DDF配分（金額をご記入、25,000米ドル以上）：      _____________________________  
      
 
署名（必須）：署名（必須）：署名（必須）：署名（必須）：                                                                   ___________  __________________        
     2013-14 年度地区ガバナー     日付 
 
署名（必須）署名（必須）署名（必須）署名（必須）：                                                                   ___________  __________________        
     2014-15 年度地区ガバナー     日付 
 
署名（必須）署名（必須）署名（必須）署名（必須）                                                                   ___________   __________________                                                                  
                  地区ロータリー財団委員長                  日付 

 


